
 

ＪＲ連合 

ＮＥＷＳ 

ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2025年度 

Ｎｏ．２２ 

２０２５年９月１８日 日本鉄道労働組合連合会 

ＪＲ連合東海地協「第 34回定期委員会」開催！ 

ＪＲ連合東海地方協議会は、７月 22日、名古屋市内において第 34回

定期委員会を開催し、東海エリアのグループ労組を含めた各単組から 50

名超が集結のもと、向こう１年間の活動方針を決定した。 

冒頭、挨拶に立った鎌田隆司議長（ＪＲ連合副会長・ＪＲ東

海ユニオン中央執行委員長）は、「労働市場の急速な変化等、

不確実で不安定、複雑で曖昧な時代だからこそ、労働組合の

役割を発揮し、ＪＲ産業全体に労使の信頼関係を広げ、仲間

を守るために、組織の拡大に全力を挙げていこう」と呼びかけた。 

ＪＲ連合からは谷口昌隆組織・政治局長が出席し、

参議院議員選挙の取り組みに対する謝辞を述べたう

えで、安全の確立、各種政策、民主化闘争、組織強化・

拡大、政治活動等の連動した課題認識を示すととも

に、解決に向けた地域協議会活動の重要性に触れ、各地域・各

級機関での継続した取り組みを呼びかけた。また、来賓に中部

交運労協下出健雄副議長（全自交副中央執行委員長）、伴野豊

衆議院議員を迎え、連帯のあいさつと情勢報告を受けた。 

 議事では、石原慎太郎事務局長から運動方針などが一括で

提起され、半田健介新議長（ＪＲ東海ユニオン中央執行副委員長）、井形

優介新事務局長（ＪＲ東海ユニオン中央執行委員）を

はじめとする役員の選出も含め、すべての議案が満

場一致で承認された。半田新議長から「安全を土台

に、政治政策を有効的・効果的な手段として連動さ

せ、ＪＲ産業に真っ当で民主的な労働組合の旗を増

やすべく、ＪＲ連合東海地協の活動を組織一丸とな

って進めていこう」との決意表明のうえ、力強い団結

ガンバロウで会を閉じた。 
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